



















































































































































































































































































































































































































の結びつきの有効性が述べられている。 まり 学校 〈ネットワーク〉化が進みつ あ 言えよう。
 
 
























































    
この定義に立つと、国語科の授業に〈ネットワーク〉を組み込むことによって、総合的な学習指導を豊かに展



































































 「①言語活動を誘発する場をつくる」 、 「②学習資料と学習者とのか










んでおり、 〈ネットワーク〉そのものである。これを〈学習者と学習者を結ぶネットワーク〉 言い換え ことができよう。 〈学習者と学習者を結ぶネットワーク〉は、学習者の個性や多様性を重視した生活綴方、単元学習 読者論による文学の授業などにおいて活用されてき 学習者自身が持つ多くの情報 、 ど しのかかわりにより共有していこうとするものである。
 
 









 「②学習資料と学習者とのかかわり」 とは、 「学習資料」 と 「学習者」 という二つの要素の関係をとらえており、




























































































































大槻和夫氏は、さまざまな要素と た国語学力 あり方について、数多く 発 をしている 一九八








































































                    　
第三に、国語科の授業は、子





























〔論文Ａ〕と〔論文Ｂ〕のそれぞれに四つずつ示された原則は、 「言語と結びついた認識」 、 「コミュニケーショ














































































































































































































































５ ４ ３ ２ １
時
○見出しと感想へ のコ メントの共有○説明のくふうの共有○「 雪のあるくらし」 の音読（ 学習グループごと）○学習グル ープごとに、 調べ 学習計画をたてる・調べる言葉を分担する・ 「調べ計画書」に調べる言葉と調べる方法を記入・相互に「調べ計画書」へ アドバイスを記入○文章構成（ 見出し） と感想の共有・見出しと感想につい のコメントを書く○「 雪のあるくらし」 の音読（ 四～五人ずつ ）○説明 くふう 読み取る・ 「説明のくふう」カード○「 雪のある らし の学習課題を探す（ 共通課題・ 「 わ く よ カード ○練習が必要な漢字の共有・未習漢字のなりたち説明・ 得漢字は事典にも使うことの確認○文章構成（ 段落分け）○文章構成をつ かむ ２ ）・ 「文章分解 リ 」を使って段落ごとのキーワードを抽出し、
　
見出しをつける
・感想を にまとめる ○雪の言葉リストの共有・言葉 確認・リストをもとに「雪 あるくらし」で説明されている範囲を確認○意味が分からない 言葉・雪に関する言葉は事典づくりの中で、 それ以外の言葉は国語辞典
を使って調べる→（朝の学習時間）
○「 雪 あるくらし」 の音読（ 一人一文ずつ ）・ 「練習が必要な漢字カード」記入○文章構成を かむ（ １ ）・ 「文章分解プ ン 」を使って段落分け作業○雪のイメージを広げる○雪 言葉リスト・ 「雪 言葉カ ド」記入○雪の事典づくりの発案・言葉や情報を集めたものが事典であり、 文章によって説明されて
いることを知る
○「 雪のあるくらし」 音読（ 読み聞かせ）・ 「意味がわからない言葉カード」記入
学
      習
      活






・意味の分からない言葉一覧を模造紙に整理して提示・拡大コピーした雪の写真や降雪量のグラフを提示・雪の言葉の分類項目を・事典の実物を数種類提示・事典づくり 参考文献として「雪のあるくらし」を紹介・ 「雪 あるくらし」を読み聞かせる
指
   導
   者
   の
   支










(14) (13) 12 11 10 ９ ８ ７ ６
○雪国に住む人からの手紙を読み、 返事を書く○学習したことの共有○完成した「 雪の事典」 を読む○「 雪のあるくらし」 の音読（ 読み聞かせ）○学習 振り返る・雪国に住む人に学習したことを伝える手紙を書く・ 「振り返りカード」記入○調べ 活動の交流・ 「交流カード」記入○事典 事（ 自由課題） 清書・グループ内で相互にコメントを記入○自由課題調べ 活動（ ２ ）・参考図書を使って調べる・ホームページを使って調べる○調べ た内容を事典の記事としてまとめる○学習グル ープごとに学習計画を立てる・調べる言葉を分担する・ 「調べ計画書」に調べ 言葉と調べる方法を記入・相互に「 計画書」へのアドバイスを記入○自由課題調べ 活動（ １ ）○事典記事（ 共通課題） 清書・グループ内で相互にコメントを記入○調べ たい 雪 言葉を選ぶ（ 自由課題）・ 「もっと調べようカード」記入○調べ 活動の交流・ 「ヒントカード」○共通課題 活動（ ２ ）○調べ た内容を事典の記事としてまとめる・ 「文章構成カード」記入○共通課題調べ 活動（ １ ）・参考図書を使って調べる・雪国出身の教師から聞き取る・ホ ムページ・雪国に住む人にメールを出して質問する










































































































を展開する。雪に関 言葉をもとに、自分たちにとっては未知の文化である雪国のくらしについての情報を得 過程である。個々 学習者の課題を解決するために 多様で具体的な情報が必要となる。 〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉 に併せて 〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶネットワーク〉
















































































































































































































































   






















































































































































































































































































意味がわからない言葉は、朝の学習の時間に国語辞典や百科 を使って調べることにし 。そ ための辞書
の使い方については、一斉指導によって行った。これは、第Ⅲ次の調べ学 につながるものである。 〈ｂ
 学習者











































「文章分解プリント」というのは、次の三枚 プリント群によって構成されている。 「Ｂ３サイズ 台紙」 、
 



























































































)こ の 季節になると 季節
　
(一二









)雪おこ し 聞こ えるころ
　
(一五






)雪囲い は、 地方によっ て
　
(一八
























)はげしい ふぶきも、 こ の
　
(二六
)その 代わり、 雪囲い の 外
　
(二七




















































)都市の 町中で は、 を積
　
(三九












)大雪 ときには、 朝、 子
　
(四三
























)屋根の 雪も同じこ と 。
　
(五〇












































































うかたちで交流した。この学習 ける教師の支援は、学習者の感想を分類し、 その観点を見出しとして提示したことと、学習 読み 自分の言葉で書けている ころに傍線を引いたことである。さらに、各自がコメントを書き込んだ冊子を集約し、全員に紹介した。
 
 
「くふうやがんばっているのがすごい」と書 た感想に対して、 「大阪にも雪がふったらもっといいね」 「つら










































































































































































































































① 「説明のくふう発見カード」 に記入する―― 〈ｂ





























































































































































































































































































































次の 「雪に関する情報を集める」 過程へと展開する。 第Ⅲ次では、 〈ａ


















言葉が選ばれる必要があ 。こ ような学習者の興味の〈ネットワーク〉と、事典として の〈ネットワーク〉とを結びつけたのが、 「くわしく調べようカード」である
 
 

















は、第Ⅱ次 段落分けをもとにグループ分けを行い、雪の言葉全般にわたる「自由課題」は第Ⅰ次の 「雪の言葉リスト」 選択した。
 





































































































































学習者〔Ａ〕は、 「かんじき について、 「どんな大きさか」 、 「どうやって作るのか」 、 「どうやって使うのか」






































































































































































































① 「くわしく調べようカード」 に記入する――― 〈ｂ





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・でも春になるとすごくうれし ということがよくわ る。冬が苦しい めに春
のあたたかさが喜びになるのは雪国だ。


















































































































































































































































































                    







第Ⅱ次 《１   基礎的な言語事項》 《２ 基本的な読解》 
































































































































             （２）コミュニケーション
 
 


































































































































































































       （３）実際的な言語活動
 



































































































































































































































































































































































































































































































































結びつけるネットワーク〉 し 、次の おり整理した。
 





























































































































































                    







第Ⅱ次 《１   基礎的な言語事項》 《２ 基本的な読解》 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































探ってきたわけであるが、当然、 「 的な学習の時間」 行われる総合学習においても、本論から明らかになった〈ネットワーク〉 り方を生かすことができるはずである。
 
 








                                        















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































防雪林防雪林なだれよけのトンネル季節風 除雪車ダンプカー消雪パイプかんじき雪ふみ シャベル雪かきスノーダンプ雪の積もり方 雪囲いよしずふぶきなが木 はだ寒い遠雷雪おこし季節風 根雪雪の積もり方横手盆地雪国の気温
 利用・物語  生き物２  生き物１  楽しみ２ 楽しみ１  くらし・行事 性質・ふり方





























                                               ②雪の言葉リスト
 
〔 第Ⅰ次〕 雪に 関する言葉を出し合う
                ☆整理した「雪の言葉」にふれる
 
                                                ・ 「雪の言葉カード」によって出された言葉を、一覧表として整理した「雪の
 
                                                  言葉リスト」を見ながら、全員で共有した。
 
   ①雪の言葉カード
 
    ☆一人ひとりが持つ「雪の言葉」をカード
 
      に書き出す
 
     ・雪の言葉に関する〈学習者と学習者〉
 
      のネットワークを組織するために、
 
     「雪の言葉カード」を用いた。
 
































































































































































〔 第Ⅱ次〕 雪に 関する説明文を読む
 
     ①意味がわからない言葉を確認する
 
     ・指導者の範読を聞き、意味がわからない言葉にしるしをつける。
 
     ・ 「意味がわからない言葉カード」に記入。
 
     ・意味がわからない言葉一覧表を作成（各言葉ごとの人数を記入しておき、重なりを確かめる） 。
 
     ・朝の学習時間に辞書で調べる。
 
                      ②練習が必要な漢字を確認する
 
            ・それぞれの学習者にとって練習が必要な漢字を書き出す。
 
            ・練習が必要な漢字一覧表作成（人数を記入しておき、重なりを
 
              確かめる） 。
 
            ・出された漢字以外は必ず漢字で書き、練習が必要な漢字につい
 
              ても、 「雪の事典づくり」の中で使えるようになることを約束。
 

























































































































































































































      ③文章構成を把握するために、 「文章分解プリント」を使う
 
      ・教材全文を意味のまとまりごとに切り抜く。
 
      ・切り抜いたもの 台紙に貼 付けていく。
 
      ・意味のまとまりごとにキーワードを抜き出す。
 
      ・教材文についての感想をまとめて用紙に記入 る。
 
                     
             
〔 第Ⅲ次〕 雪に 関する情報を集める
 
    ①複数の方法で情報を集め、交換する
 
    ・学習者から提出された「くわしく調べようカード」をもとに学習グループを組んだ。全員のカードを分類して担当グループに配布し
 
      調べる言葉や観点を話し合う参考に役立
てるというかたちで〈学習者と学習者〉のネットワークを組織した。
 




























































      （根雪・入道雲・防雪林・かんじき）→ダンプカー
 
Ｅ





















































































    ②調べる方法や観点を決め活動の計画を立てる
 
     ・自分が調べることがらについて、調べる方法や観点を記入した
 
      「調べ計画書」 をグループ内で交換し、 アドバイスを書き合った。
 
       それぞれが調べることや観点は、グループごとの 「調べ計画表」
 
       を教室内に掲示して相互交流した。
 
                      
   Ｅ
 
  
   Ｄ
 
  
   Ｃ
 
  
   Ｂ
 
  















































    「雪のあるくらし」調べ計画書
 
























     ・どうやって作るのか（インターネット・事典）
 













   ③多様な方法で調べる
 
    ・さらに詳しい情報を得ようとして、情報提供者に電子メ
ールを送った。そのときに「質問カード」を使った。
 

























































































  「かんじき」 を使うことも、 あまりなくなりました。私の勤めている中学生に聞いても「それ、なあに？」と言います。
 
 「かんじき」は長靴の下につける のです。竹と木
のつるで編んだものがほとんどですが、 この頃はプラスチック できた もあるよう 。 雪深いところを歩くとき、長くつ けではズボズボと沈んでしまい、上手に歩くことができません。ですから、山を歩かなくてはならない人 （こちらでは営林署の人や冬にリンゴの枝を切る人）にとっては、とっても便利なもの。よくテレビに映 忍者が、何か足につけて水の上を歩いているでしょう。あれを想像して下さい。自分の体重を一つの所（足の裏）だけにか ないようにる道具なのです。
 
 「かんじき」は私も作れません。もう、作れる人は








くしたものです。 できたら実物の映像 今度送ってあげま ょう。
 
青森の鳥山より
   ④調べたことを交流する
 
    ・どうしてもわからなくて困っている学習者を教師や他の学習者が助けられるように「もっと調べよう交流プリント」 「ヘルプカード」
 
      を使った。
 







































































































































〔 第Ⅳ次〕 雪に 関する情報をまとめる
 
     ①集めた情報や説明のくふうを使って事典を完成させる
 
      ・ 「文章組み立てプリント」を使って文章構成をくふうす 。
 
      ・ 「調べカード」にまとめた情報を説明のくふう もとに文章化する。
 











































































               ・よくしらべている
      
かんじき
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〔 第Ⅴ次〕 雪に 関する情報を分かち合う
 
       ①できあがった事典をもとに全学習を振り返る
 
       ・情報提供者へのお礼の手紙を書くこと とおして、学習の意
味やつながり、自らに蓄積された情報や認識を確認する。
 
                      
 
かんじきは、どれくらいの大きさかわかってよかった















ぼくが、 沖縄と北海道どちらがいいときかれた 、 ぼくは北
海道の方がいいです。理由はホタテ貝などを食べてみたいし、雪合戦をしたいから
                     （
  Ｚ
  ）
鳥山さんへの手紙
 
